
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 下呂市立竹原小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１６日（日） 

実 施 概 要 ①学習発表会 
各学年が教科や総合的な学習で学んだことや探究したことの成果を発表 

②ＰＴＡ講演「家庭教育と子育て」 
～子育てをもっと嬉しく、楽しくイメージチェンジ～ 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   ■歴史   ■文化   ■産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ２１６ 人 

  計 ２２６ 人 
地域関係者  １０ 人 

 

実 施 状 況 

◇１３：００～１４：３０ 学習発表会 

○１年生「ぼくたち わたしたちのたけはらしょうがっこう」（生活科） 

・学校探検で身近な先生にインタビューしたことなどについて発表 

○２年生「おもちゃをパワーアップさせよう」（生活科） 

・おもちゃを作って遊ぶ活動をより楽しく遊べる工夫を発表 

○３年生「竹原の味」（総合的な学習の時間） 

・竹原の食文化について課題を見つけ、探究したことの成果を発表 

○４年生「竹原歌舞伎大発見」（総合的な学習の時間） 

・竹原の文化財について課題を見つけ、探究したことの成果を発表 

○５年生「ふるさとの自然」（総合的な学習の時間） 

・竹原の自然について課題を見つけ、探究したことの成果を発表 

○６年生「みんなの幸せをみんなでつくる」（総合的な学習の時間） 

・誰もが暮らしやすい竹原のまちづくりについて、高齢者施設の訪問、障がい者疑似体験等
を通して、探究したことを発表 

◇１４：４０～１５：３０ ＰＴＡ講演会 

 演題「家庭教育と子育て」 

～子育てをもっと嬉しく、楽しくイメージチェンジ～ 

講師 栗木 剛 様 

・キャンプ等で児童を指導してみえる実体験を通したエピソードを交えながら、親子のあり
方等についての内容について講話をしていただきました。 



 

成果及び課題 

【成果】 

・多くの保護者の方々に学校の教育活動について発信することができた。 

・総合的な学習の時間に課題を見付け、探究してきたことで竹原についてより深く理解し、
実践への意欲が高まった。 

・「誰に」「何を」「どのように」伝えるのかを考えて取り組んできたことで、より具体的
な内容の発表ができた。 

＜保護者の感想＞ 

・各学年がとても工夫してわかりやすく発表していたのでよかったと思います。 

・学年ごとに工夫されていて竹原の歴史や文化について学べる事ができてよかったと思いま
す。きっと竹原の事がもっと好きになったことでしょう。 

・講演会を聞いて、子どもの「できる」「やれる」力をうばわず、見守り、応援していきた
いと思いました。 

【課題】 

・地域について調べたり、考えたりする学習の成果を発表できたが、より学習内容を理解し
てもらえるように保護者や地域の方と交流する場も設定できるとよかった。 

・「発表内容の声が聞こえなかったり、聞きたいと思って聞いていても早口だったりして少し
残念に思えたときもありました。マイクを使うなど、もう少し後ろまで聞こえるように何
かよい方法を考えてほしい」という感想があり、授業や集会等で全員に伝わる声で話せる
よう指導していきたい。 

 


